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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について 

 

当社は、資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について、現状を分析し、評

価を⾏うことにより、中⻑期的な企業価値向上に向けた取組⽅針を決定しましたのでお知らせ

いたします。 

詳細につきましては、添付資料「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応につ

いて」をご参照ください。 
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1. ROEと株主資本コストに対する現状認識

（1）ROE

⚫ ROEは、2024年10月期53.4%、2025年10月期計画38.0%と、株主資本コスト8〜9%を大きく上回る。

⚫ PBRは、2024年10月期末8.14倍と、東証が求める１倍を大きく上回る。

（2）株主資本コスト

⚫ CAPM方式による株主資本コストは8.69%。伊藤レポートが提言する投資家の要求収益率は8%以上のため、8~9%と設定する。

⚫ WACCは、有利子負債の保有が少ないことから株主資本コストと同程度8.46%。

株主資本コスト
(CAPM方式）

株主資本コスト

8.69%
リスクフリーレート

1.35%

β

1.224
マーケットリスクプレミアム

6.00%＝ ＋ ×
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2. ROEと株主資本コストに対する見通し

2024年
10月期
（実績）

2025年
10月期
（計画）

2026年
10月期
（計画）

2027年
10月期
（計画）

売上高（百万円） 6,673 8,150 10,200 12,600

当期純利益（百万円） 1,082 1,320 1,680 2,150

KPI① 出店数 179店舗 235店舗 315店舗 415店舗

KPI② 会員数 14.8万人 20.0万人 26.5万人 35.0万人

ROE（%）
当期純利益/純資産

53.4 38.0 35%以上

※計画数値は、2024年12月13日に開示した中計の数値
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3. 高いROEが実現できる理由①

フランチャイズ事業モデルによる効率的な事業拡大
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3. 高いROEが実現できる理由②

高利益率を実現する出店コスト削減と高品質の両立
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4. 収益力向上のための取り組み①

2025年7月に渋谷に東京支社を設立予定。今後も西日本エリアをはじめ主要都市に支社を設立し
全国展開を推進することで当社の重要なKPIである「出店数」を増加し、収益力の向上を図る。

全国主要都市への支社設立
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2025年6月にアプリをローンチしサービス提供を開始することにより、新規会員の獲得及び
既存会員の退会防止を図り、当社の重要なKPIである「会員数」を増加する事で
収益力の向上を図る。

4. 収益力向上のための取り組み②

独自のAI顔認証システムを活用した「ヘルスケアオートメーション」サービス提供
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2025年3月末現在

当社ならではのストーリーを用いた物販事業への取り組み
プロテインやトレーニングギア等のジム関連用品や、会員からのご要望も多いTシャツやバッグ類等のオリジナルグッズの販売を

ヘルスケアオートメーションとも連動したストーリーを描きながら実施していきます。

プロテインやトレーニングギア等のジム関連商品の物販を開始する事で
新たな収益源を創造し、収益の多様化及び収益力の向上を図る。

4. 収益力向上のための取り組み③

物販サービスの導入
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